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ー
ブ
リ
ュ
ノ
・
オ
プ
テ
ィ
教
授
を
迎
え
て
ー

鳥奥

山島

恭孝

一康

　
〔
は
じ
め
に
〕

一
　
各
種
会
社
形
態
の
基
本
原
理
と
そ
の
変
容

二
　
一
人
会
社
設
立
容
認
の
法
的
評
価

三
　
株
金
分
割
払
込
制
度
と
最
低
資
本
金
制
度

四
　
株
式
の
多
様
化
と
二
つ
の
株
式
会
社
観

五
　
株
券
の
口
座
登
録
強
制
の
意
義

六
　
会
社
機
関
の
フ
ラ
ン
ス
法
的
側
面

七
　
結
合
企
業
規
制
立
法
の
動
向

八
　
会
社
法
改
正
の
動
向
と
株
式
会
社
の
基
本
原
理

〔
は
じ
め
に
〕

早
稲
田
大
学
で
は
、
一
九
八
六
年
一
月
二
七
日
（
月
）
に
、
パ
リ
第
二

研
究
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録
・
現
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ラ
ン
ス
会
社
法
の
諸
問
題

大
学
ブ
リ
ュ
ノ
・
オ
プ
テ
ィ
教
授
を
迎
え
、
早
稲
田
大
学
フ
ラ
ン
ス
商
法

研
究
会
の
メ
と
ハ
ー
を
中
心
に
、
三
時
間
足
ら
ず
で
は
あ
っ
た
が
、
現
代

フ
ラ
ン
ス
会
社
法
上
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
会
を
開
催
し
た
。
以
下

は
、
こ
の
研
究
会
に
お
け
る
オ
プ
テ
ィ
教
授
と
の
質
疑
応
答
の
要
旨
で
あ

る
（
た
だ
し
、
七
お
よ
び
八
は
、
同
月
二
九
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
オ

プ
テ
ィ
教
授
の
講
演
会
（
「
フ
ラ
ソ
ス
会
社
法
の
最
近
の
動
向
」
本
誌
収

録
）
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
要
旨
で
あ
る
）
。

　
時
間
が
限
定
さ
れ
て
い
た
上
に
、
オ
プ
テ
ィ
教
授
の
解
説
が
詳
細
で
あ

っ
た
た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
た
質
問
を
か
な
り
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
り
、
検
討
さ
れ
た
事
項
が
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
お
断
わ
り
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
ま
た
、
研
究
会
に
お
け
る

討
議
の
記
録
と
い
う
性
格
上
、
表
現
上
の
不
明
確
さ
を
完
全
に
免
れ
て
は

お
ら
ず
、
若
干
の
内
容
の
重
複
も
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
短
時
問
の
討

二
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論
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
株
式
会
社
法
へ
の
「
合
資
会
社
の
理
念
」
の
導

入
、
あ
る
い
は
、
株
式
会
社
の
「
契
約
的
理
解
」
と
「
財
務
的
理
解
」
と

の
対
比
等
の
指
摘
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
常
に
基
本
原
理
に
立
ち
返
っ
て

現
在
の
立
法
動
向
を
批
判
し
、
あ
る
い
は
、
反
対
に
基
本
原
理
の
変
容
を

検
討
す
る
と
い
う
オ
プ
テ
ィ
教
授
の
学
間
的
姿
勢
が
か
な
り
明
確
に
現
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　
短
い
滞
在
期
間
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
の
た
め
に
多
忙

な
目
程
を
割
き
、
研
究
会
に
出
席
し
て
頂
い
た
オ
プ
テ
ィ
教
授
の
御
厚
意

に
対
し
て
は
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
オ
プ
テ

ィ
教
授
に
よ
る
本
大
学
で
の
講
演
と
研
究
会
の
開
催
を
可
能
に
し
て
頂
い

た
東
京
大
学
の
北
村
一
郎
教
授
に
対
し
て
も
、
あ
わ
せ
て
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。

　
（
以
下
に
お
い
て
引
用
す
る
条
文
は
、
と
く
に
明
示
し
な
い
か
ぎ
り
、

現
行
会
社
法
で
あ
る
「
商
事
会
社
に
関
す
る
一
九
六
六
年
七
月
二
四
日
の

法
律
第
六
六
－
五
三
七
号
」
の
条
文
を
示
す
。
）

各
種
会
社
形
態
の
基
本
原
理
と
そ
の
変
容

〔
Q
1
　
現
代
に
お
け
る
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
と
い
っ
た
人
的
会

社
形
態
の
機
能
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
〕

　
ω
　
古
典
的
な
理
解
に
お
い
て
は
、
合
名
会
社
（
の
8
叡
鼠
2
8
ヨ

8
頴
o
段
）
お
よ
び
合
資
会
社
（
の
0
9
似
泳
窪
8
B
目
目
臼
8
巴
旨
豆
①
）

一
二
二

は
、
小
規
模
企
業
の
た
め
の
会
社
形
態
で
あ
り
、
有
限
会
社
（
ω
8
一
似
叡
呼

お
8
8
鋸
理
ま
犀
鼠
鼠
①
）
は
中
規
模
企
業
、
株
式
会
社
（
ω
8
一
似
叡

き
o
昌
目
o
）
は
大
規
模
企
業
の
た
め
の
会
社
形
態
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
立
法
者
に
よ
る
規
制
は
、
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
に
つ
い
て
は

少
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
契
約
の
役
割
（
冨
冨
旨
身
8
旨
轟
け
）

が
大
き
い
の
に
対
し
、
株
式
会
社
お
よ
び
今
日
で
は
有
限
会
社
に
つ
い
て

も
多
く
の
規
制
が
課
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
公
序
の
役
割

（
冨
窓
誹
号
一
．
o
益
お
陰
匹
o
）
が
大
き
い
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
、
会
社
の
大
部
分
は
、
有
限
会
社
お
よ
び
株
式
会

社
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
概
数
を
示
す
な
ら
ば
、
有

限
会
社
が
二
〇
万
社
以
上
、
株
式
会
社
が
約
一
七
万
五
千
社
で
あ
る
の
に

対
し
、
合
名
会
社
は
一
万
社
、
合
資
会
社
は
一
千
社
程
度
に
す
ぎ
ず
、
商

事
会
社
の
九
五
％
以
上
が
有
限
会
社
ま
た
は
株
式
会
社
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
的
会
社
は
数
の
上
で
は
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
あ
り
、

一
般
に
は
、
も
は
や
現
代
に
適
合
し
な
い
時
代
遅
れ
の
企
業
形
態
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
人
的
会
社
形
態
は
現
在
に
お

い
て
も
、
次
の
二
つ
の
役
割
、
す
な
わ
ち
直
接
的
な
役
割
と
間
接
的
な
役

割
と
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
②
　
ま
ず
、
直
接
的
な
役
割
と
し
て
、
大
規
模
企
業
が
合
名
会
社
ま
た

は
合
資
会
社
形
態
を
利
用
し
て
い
る
場
合
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
例

え
ば
、
タ
イ
ヤ
製
造
業
竃
8
箒
冒
社
は
合
資
会
社
で
あ
り
、
寓
一
昌
①
菅



家
の
相
続
人
が
無
限
責
任
社
員
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
重
機
械
の

ω
昌
琴
置
R
社
も
、
数
年
前
ま
で
は
合
資
会
社
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、

男
子
相
続
人
が
い
な
か
っ
た
た
め
資
本
公
開
を
迫
ら
れ
、
現
在
で
は
、
同

社
は
合
資
会
社
で
は
な
い
。

　
人
的
会
社
は
、
株
式
会
社
に
比
べ
て
、
証
券
取
引
委
員
会
の
監
督
、
会

計
監
査
役
の
監
査
お
よ
び
情
報
開
示
等
の
点
で
規
制
が
少
な
く
、
そ
の
経

営
組
織
に
つ
い
て
大
幅
な
柔
軟
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
前
掲
の
大
企
業

は
人
的
会
社
形
態
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
③
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
人
的
会
社
に
は
社
員
の
責
任
お
よ
び

閉
鎖
性
の
点
で
不
都
合
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
統

的
な
理
解
に
お
い
て
は
、
社
員
の
有
限
責
任
お
よ
び
持
分
の
自
由
譲
渡
性

の
点
で
、
物
的
会
社
は
人
的
会
社
と
は
対
照
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
か
か
る
区
別
は
現
在
で
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
も
の
で
は
な

く
、
こ
の
点
に
つ
き
、
人
的
会
社
は
、
会
社
法
の
発
展
に
お
い
て
、
間
接

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
有
限

会
社
お
よ
び
株
式
会
社
に
あ
っ
て
庵
、
「
合
資
会
社
の
理
念
（
一
．
箆
診
号

8
き
ヨ
き
島
8
）
」
あ
る
い
は
「
合
名
会
社
の
理
念
（
一
、
箆
曾
号
ω
8
凶
似
叡

窪
8
旨
8
一
一
8
蔓
）
」
が
暗
黙
の
う
ち
に
浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
有
限
会
社
お
よ
び
株
式
会
社
に
お
い
て
責
任
が
出
資
額
に
限

定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
日
で
は
も
は
や
正
確
な
表
現
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
一
方
で
破
産
法
上
、
有
限
会
社
お
よ
び
株
式
会
社
が
倒
産
し

研
究
会
記
録
・
現
代
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
の
諸
問
題

た
場
合
に
は
取
締
役
等
の
指
揮
者
（
象
目
蒔
＄
旨
）
に
対
し
会
社
債
務
の
填

補
責
任
が
課
さ
れ
て
お
り
（
一
九
八
五
年
一
月
二
五
日
の
法
律
一
八
O

条
）
、
他
方
で
実
務
上
、
有
限
会
社
ま
た
は
株
式
会
社
が
銀
行
か
ら
融
資

を
受
け
る
際
に
は
、
同
時
に
指
揮
者
の
個
人
保
証
が
一
般
に
要
求
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
指
揮
者
は
、
責
任
の
点
で
合

名
会
社
の
社
員
と
同
一
の
地
位
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
に
、
合
資
会
社
に
お
い
て
は
、
業
務
執
行
に
関
与
す
る
無
限
責
任

社
員
と
、
業
務
執
行
へ
の
関
与
が
認
め
ら
れ
な
い
有
限
責
任
社
員
と
の
二

種
類
の
社
員
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
す
べ

て
の
株
主
に
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
を
通
し
て
、
会
社
経
営
に
関
与

す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
の
改
正
の
結
果
、
株
式

会
社
に
お
い
て
も
、
一
部
の
株
主
に
対
し
会
社
経
営
へ
の
関
与
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合
も
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
七
八
年
七
月

一
三
日
の
法
律
に
よ
っ
て
、
議
決
権
の
な
い
優
先
配
当
株
式
の
発
行
が
認

め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
一
九
八
三
年
一
月
三
目
の
法
律
は
、
株
式
に
認

め
ら
れ
る
権
利
の
う
ち
金
銭
上
の
権
利
の
み
を
表
彰
す
る
投
資
証
書

（
8
註
隷
讐
α
．
冒
く
霧
駐
器
ヨ
①
旨
）
と
そ
れ
以
外
の
権
利
を
表
彰
す
る
議

決
権
証
書
（
8
旨
旨
8
什
留
繕
o
濤
号
く
0
8
）
と
の
分
離
発
行
を
認
め

て
い
る
（
参
照
、
後
述
四
）
。
　
同
じ
一
九
八
三
年
一
月
三
目
の
法
律
は
さ

ら
に
、
公
企
業
部
門
に
属
す
る
会
社
に
つ
い
て
、
利
益
に
参
加
す
る
権
利

は
認
め
ら
れ
る
が
議
決
権
行
使
は
認
め
ら
れ
な
い
参
加
証
券
（
蜂
お
の

一
二
三
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冨
三
9
冨
藻
の
）
の
制
度
を
定
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
証

券
を
発
行
す
る
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
議
決
権
行
使
を
通
し
て
会
社
経

営
に
関
与
す
る
社
員
と
、
利
益
の
配
当
は
受
け
る
が
会
社
経
営
に
は
関
与

し
な
い
社
員
と
の
二
種
類
の
社
員
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
に

つ
い
て
、
「
合
資
会
社
の
理
念
」
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
後
に
、
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
は
持
分
を
自
由
に
譲
渡
で
き
な

い
閉
鎖
的
な
会
社
で
あ
る
の
に
対
し
、
株
式
会
社
は
、
株
式
の
自
由
譲
渡

性
を
前
提
と
し
た
公
開
会
社
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
株

式
会
社
が
閉
鎖
的
な
会
社
と
な
る
余
地
も
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
株
式

会
社
も
定
款
を
も
っ
て
、
株
式
の
譲
渡
に
つ
き
取
締
役
会
ま
た
は
株
主
総

会
の
承
認
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
（
承
認
条
項
o
一
き
器
α
、
甜
敏
ヨ
o
旨

二
七
四
条
以
下
）
、
さ
ら
に
株
式
会
社
は
、
一
九
八
五
年
七
月
一
二
日
の
法

律
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
に
至
っ
た
「
自
己
支
配
（
一
．
霊
8
8
箕
3
ざ
）
」
、
す

な
わ
ち
関
連
会
社
を
介
し
て
の
間
接
的
な
自
己
株
式
の
保
有
に
よ
っ
て
、

資
本
を
閉
鎖
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
ω
　
以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
は
、
そ
の
数

に
お
い
て
は
確
か
に
他
の
会
社
形
態
に
比
べ
わ
ず
か
な
も
の
で
し
か
な
い

が
、
一
方
で
、
大
規
模
企
業
が
人
的
会
社
形
態
を
と
る
場
合
も
あ
る
。
他

方
で
、
近
年
の
改
正
の
結
果
、
無
限
責
任
、
会
社
経
営
関
与
の
一
部
社
員

へ
の
限
定
、
閉
鎖
性
と
い
っ
た
合
名
会
社
ま
た
は
合
資
会
社
の
基
本
原
理

自
体
が
株
式
会
社
ま
た
は
有
限
会
社
に
お
い
て
も
実
現
さ
れ
て
お
り
、
こ

一
二
四

の
点
に
つ
い
て
、
人
的
会
社
形
態
の
間
接
的
な
影
響
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

〔
Q
2
　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
株
式
合
資
会
社
形
態
は
一
九
六
六
年
の
改
正

の
際
に
そ
の
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
廃
止
さ
れ
ず

に
、
今
日
も
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
株
式
合
資
会
社
形
態
の
有
用

性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
〕

　
⑤
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
会
社
指
揮
者
の
無
限
責
任
あ
る
い
は
二

種
類
の
株
主
の
存
在
と
い
う
点
で
、
多
く
の
株
式
会
社
が
事
実
上
合
資
会

社
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
株
式
合
資
会
社
形
態
を
廃
止

す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
近
年
の
改
正
の
結
果
、
む
し
ろ
、
こ

の
会
社
形
態
の
利
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い

か
。

二
　
一
人
会
社
設
立
容
認
の
法
的
評
価

〔
Q
3
　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
八
五
年
七
月
コ
日
の
法
律
に
よ
り
、

有
限
会
社
に
つ
い
て
一
人
会
社
の
設
立
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

て
、
法
律
上
も
そ
の
存
在
が
正
面
か
ら
認
め
ら
れ
た
一
人
会
社
に
つ
い

て
、
理
論
的
に
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
。
〕

　
一
人
会
社
を
認
め
る
こ
の
法
律
は
、
会
社
法
の
諸
原
理
と
矛
盾
す
る
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
会
社
は
契
約
で
あ
る
が
、
契
約
当
事

者
が
一
名
で
あ
る
契
約
は
契
約
に
関
す
る
諸
原
理
に
反
す
る
も
の
で
あ



る
。
第
二
に
、
民
法
典
に
お
い
て
会
社
は
二
人
以
上
の
者
が
利
益
の
分
配

を
目
的
と
し
て
出
資
に
合
意
す
る
契
約
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、

一
人
会
社
は
か
か
る
会
社
の
定
義
に
反
す
る
。
第
三
に
、
有
限
会
社
の
社

員
総
会
ま
た
は
業
務
執
行
の
監
督
等
に
関
す
る
法
律
上
の
諸
規
定
は
、
複

数
の
社
員
の
存
在
、
す
な
わ
ち
合
議
制
（
8
一
一
凝
芭
竃
）
を
前
提
と
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
諸
規
定
の
下
で
の
一
人
会
社
の
運
営
は
困
難
で
あ
る
。

　
一
九
八
五
年
の
こ
の
法
律
は
、
会
社
法
の
諸
原
理
に
反
す
る
悪
法
（
暮
①

ヨ
き
く
巴
器
巨
）
で
あ
り
、
一
人
会
社
は
、
法
の
奇
型
児
（
暮
ヨ
o
房
霞
①

冒
こ
島
ρ
垢
o
g
仁
需
昏
o
ヨ
巴
一
〇
甘
ユ
α
5
垢
）
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
か
か
る
立
法
の
理
由
と
し
て
、
個
人
企
業
に
お
け
る
個
人
財
産

と
企
業
財
産
と
の
分
離
の
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
企
業
者
は
銀

行
か
ら
融
資
を
受
け
る
際
に
個
人
保
証
も
求
め
ら
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る

以
上
、
一
人
会
社
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
目
的
が
実

現
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

三
　
株
金
分
割
払
込
制
度
と
最
低
資
本
金
制
度

〔
Q
4
　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
会
社
設
立
時
の
株
金
の
払
込
に
つ
き
い
ま
な

お
分
割
払
込
制
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。
〕

　
ω
　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
現
在
で
も
、
株
式
会
社
の
設
立
（
お
よ
び
増
資
）

の
際
に
は
額
面
の
四
分
の
一
の
払
込
み
が
強
制
さ
れ
、
残
り
の
四
分
の
三

は
、
五
年
以
内
に
払
い
込
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
七
五
条
）
。
こ

研
究
会
記
録
・
現
代
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
の
諸
間
題

の
株
金
分
割
払
込
制
度
は
、
伝
統
的
な
も
の
で
あ
り
、
一
八
六
七
年
七
月

二
四
日
の
法
律
（
旧
会
社
法
）
が
す
で
に
同
様
の
制
度
を
定
め
て
い
た
。

　
こ
の
分
割
払
込
制
度
は
、
そ
の
考
え
方
に
お
い
て
は
正
当
な
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
の
事
業
規
模
が
次
第
に
拡
大
し
て
い
く
と
す
れ

ば
、
会
社
は
設
立
当
初
か
ら
多
額
の
資
金
を
必
要
と
は
し
な
い
。
多
額
の

資
本
は
む
し
ろ
、
会
社
に
と
っ
て
過
大
な
配
当
負
担
を
も
た
ら
す
も
の
で

し
か
な
く
、
事
業
規
模
の
拡
大
に
応
じ
て
、
取
締
役
会
の
決
定
に
も
と
づ

ぎ
株
金
の
払
込
み
を
求
め
る
も
の
と
し
た
方
が
、
企
業
の
現
実
の
資
金
需

要
に
適
合
し
て
い
る
。

　
②
　
し
か
し
、
今
日
で
は
、
と
く
に
会
社
設
立
時
に
お
い
て
充
分
な
自

己
資
本
を
確
保
す
る
必
要
性
と
の
関
連
で
、
こ
の
株
金
分
割
払
込
制
度

は
、
問
題
と
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
現
在
の
法
定
最
低
資
本
額
は
、
有
限

会
社
に
つ
い
て
は
一
九
八
四
年
三
月
一
日
の
法
律
に
よ
り
五
万
フ
ラ
ン
と

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
（
三
五
条
）
、
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
一

年
一
二
月
三
〇
日
の
法
律
に
よ
り
、
資
金
を
公
募
す
る
場
合
に
は
一
五
〇

万
フ
ラ
ン
、
資
金
を
公
募
し
な
い
場
合
に
は
二
五
万
フ
ラ
ン
と
さ
れ
て
い

る
（
七
一
条
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
分
割
払
込
制
が
と
ら
れ
て
い
る
結
果
、

実
際
に
は
、
こ
れ
ら
法
定
最
低
資
本
額
の
四
分
の
一
の
額
で
株
式
会
社
を

設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
会
社
設
立
時
に
充
分
な
自
己

資
本
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
法
定
最
低
資
本
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る

か
、
あ
る
い
は
株
金
全
額
払
込
制
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。

一
二
五
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フ
ラ
ン
ス
で
は
約
一
七
万
五
千
社
の
株
式
会
社
が
存
在
す
る
が
、
他
方

で
、
西
ド
イ
ッ
の
株
式
会
社
は
約
三
千
社
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
株
式
会
社
の
う
ち
真
に
株
式
会
社
の
名
に
値
す
る
も
の
は
、
一
千

五
百
社
な
い
し
二
千
社
程
度
の
資
金
を
公
募
す
る
株
式
会
社
で
あ
り
、
他

の
株
式
会
社
は
む
し
ろ
有
限
会
社
形
態
を
と
る
べ
き
企
業
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
株
式
会
社
形
態
が
過
度
に

あ
る
い
は
不
当
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
立
法
者
が
、
充
分
に
高

額
な
資
本
を
株
式
会
社
の
設
立
に
つ
き
要
求
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

四
　
株
式
の
多
様
化
と
二
つ
の
株
式
会
社
観

〔
Q
5
　
フ
ラ
ン
ス
で
は
定
款
を
も
っ
て
二
倍
議
決
権
を
定
め
、
あ
る
い

は
、
総
会
出
席
を
一
定
数
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
に
限
定
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
無
議
決
権
株
の
場
合
を
除
い
て
、
こ

れ
ら
の
措
置
は
、
株
主
平
等
原
則
に
反
す
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
は

い
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。
〕

　
①
　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
か
つ
て
、
複
数
議
決
権
株
が
濫
用
さ
れ
、
一
部

の
株
主
が
わ
ず
か
の
出
資
で
会
社
支
配
権
を
掌
握
し
た
場
合
さ
え
あ
っ
た

が
、
一
九
三
三
年
一
一
月
一
三
日
の
法
律
に
よ
り
複
数
議
決
権
株
は
原
則

と
し
て
禁
止
さ
れ
、
二
倍
議
決
権
の
み
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

二
六

現
在
で
は
、
二
年
間
株
主
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
株
主
に
対
し
、
定
款

を
も
っ
て
二
倍
議
決
権
を
付
与
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
（
一
七

五
条
）
、
こ
れ
は
株
式
を
長
期
間
保
有
す
る
株
主
の
「
誠
実
さ
に
対
す
る

褒
賞
（
窟
巨
Φ
号
ま
警
菰
）
」
と
い
う
べ
ぎ
も
の
で
あ
り
、
株
主
安
定
化

の
た
め
に
認
め
ら
れ
る
措
置
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
二
倍
議
決
権
は
、

右
の
条
件
を
満
た
す
す
べ
て
の
株
主
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
株

主
平
等
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
他
方
で
た
し
か
に
、
定
款
を
も
っ
て
、
総
会
へ
の
出
席
を
一
〇
株
を
超

え
な
い
一
定
数
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
に
限
定
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
が
（
一
六
五
条
）
、
こ
れ
は
、
き
わ
め
て
多
数
の
株
主
を
有
す
る

会
社
が
同
一
の
会
場
で
株
主
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
実
際
上
困
難
で
あ

る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
定
款
が
こ
の
よ
う
な
制

限
を
定
め
た
場
合
で
も
、
条
件
を
満
た
さ
な
い
株
主
数
名
が
集
ま
り
代
表

者
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
出
席
制
限
は

通
常
総
会
（
器
器
琶
玄
曾
職
鼠
睡
一
①
）
に
適
用
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
定
款

変
更
等
の
た
め
の
特
別
総
会
（
器
器
ヨ
亘
診
①
答
醤
o
注
冒
帥
幽
お
）
に
つ
い

て
は
適
用
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
上
の
必
要
性
に
も
と
づ
く
こ

の
よ
う
な
出
席
制
限
は
、
必
ず
し
も
不
合
理
な
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
③
　
反
対
に
、
無
議
決
権
株
は
、
す
で
に
多
く
の
国
に
お
い
て
認
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
ほ
あ
る
が
、
伝
統
的
な
会
社
の
概
念
と
矛
盾
す
る
も
の

で
あ
り
、
会
社
の
理
解
を
変
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約



的
会
社
観
な
い
し
「
会
社
の
契
約
的
理
解
（
8
8
魯
鉱
8
8
暮
轟
o
訂
色
o

号
冨
ω
8
堅
似
）
」
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
株
主
は
経
営
に
関
与
す
べ
き

で
あ
り
、
か
か
る
経
営
へ
の
関
与
を
前
提
と
し
て
株
主
に
対
す
る
多
く
の

情
報
開
示
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
無
議
決
権
株
の
よ
う
に
優
先

的
な
配
当
を
与
え
る
代
わ
り
に
経
営
へ
の
関
与
を
否
定
す
る
制
度
は
、
財

務
的
会
社
観
な
い
し
「
会
社
の
財
務
的
理
解
（
8
昌
8
営
凶
自
ヨ
き
9
亀
Φ

号
『
8
9
似
鼠
）
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
理
解
は

矛
盾
す
る
も
の
で
あ
り
、
無
議
決
権
株
の
導
入
は
、
「
契
約
的
理
解
」
よ

り
も
「
財
務
的
理
解
」
を
優
先
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
実
際
上
も
、
議
決
権
の
な
い
優
先
配
当
株
式
は
社
債
と
重
複
し
、
無
議

決
権
株
を
発
行
し
て
資
金
調
達
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
と
き
は
社
債
を
発

行
す
れ
ぽ
足
り
る
の
で
あ
り
、
新
た
に
無
議
決
権
株
制
度
を
導
入
す
る
必

要
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

〔
Q
6
　
一
九
八
三
年
一
月
三
日
の
法
律
は
、
既
存
の
株
主
が
有
す
る
議

決
権
の
割
合
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
企
業
が
新
た
に
資
金
を
調
達
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
、
株
式
に
認
め
ら
れ
る
権
利
の
う
ち
金
銭
上
の
権
利

（
島
o
諺
忌
8
巳
巴
お
の
）
の
み
を
表
彰
す
る
譲
渡
の
可
能
な
投
資
証
書

（
8
旨
旨
8
房
α
、
日
奉
ω
静
器
B
Φ
箕
）
と
、
そ
れ
以
外
の
権
利
を
表
彰
す

る
原
則
と
し
て
単
独
で
は
譲
渡
し
得
な
い
議
決
権
証
書
（
8
註
津
暮
ω
8

繕
o
律
号
く
o
＄
）
と
の
発
行
を
認
め
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
伝
統
的

に
、
議
決
権
は
株
式
の
本
質
的
属
性
（
讐
鼠
び
暮
①
器
。
馨
邑
）
と
解
さ
れ
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て
い
る
が
、
こ
う
し
て
認
め
ら
れ
た
株
式
の
分
解
（
象
ヨ
①
日
耳
①
日
Φ
暑
留

一
．
帥
＆
8
）
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
る
か
（
参
照
、
山
田
泰
彦
「
株
式
の

分
解
と
そ
の
有
価
証
券
化
」
商
事
法
務
一
〇
一
九
号
（
一
九
八
四
）
一
二

頁
以
下
）
〕

　
③
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
日
で
は
、
立
法
者
の
間
に
二
つ
の
異

な
る
株
式
会
社
観
が
存
在
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
司
法
省
（
蜜
菖
の
8
お
号
冨
冒
a
8
）
の
提
案
に
も
と

づ
く
立
法
お
よ
び
E
C
指
令
に
も
と
づ
く
立
法
は
、
一
九
六
六
年
の
改
正

の
際
の
理
解
で
あ
る
伝
統
的
な
「
会
社
の
契
約
的
理
解
」
に
従
う
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
株
主
は
真
の
社
員
と
し
て
扱
わ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
株
主
に
対
す
る
情
報
開
示
は
拡
充
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
少
数
派
株
主
に
対
し
て
も
充
分
な
権
利
が
認
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
他
方
で
、
財
務
省
（
寓
幽
且
雪
驚
Φ
留
ω
罰
轟
ぎ
窃
）
の
提
案
に
も
と
づ

く
立
法
は
、
株
式
会
社
の
「
財
務
的
理
解
」
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
無
議

決
権
株
の
発
行
を
認
め
た
一
九
七
八
年
七
月
一
三
日
の
法
律
、
議
決
権
証

書
・
投
資
証
書
お
よ
び
参
加
証
券
を
創
設
し
た
一
九
八
三
年
一
月
三
日
の

法
律
は
、
い
ず
れ
も
財
務
省
の
提
案
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
株
式
会

社
の
自
己
資
本
の
充
実
の
た
め
投
資
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
投
資
家
に
対
し
、
社
員
と
し
て
の
権
限
は
限
定
さ
れ
る
が
高
額
の
収

益
が
確
保
さ
れ
る
投
資
手
段
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

一
二
七



　
　
　
　
研
究
会
記
録
・
現
代
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
の
諸
間
題

ら
の
立
法
は
し
た
が
っ
て
、
株
式
会
社
の
純
粋
に
財
務
的
な
理
解
に
も
と

づ
く
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
最
初
に
述
べ
た
「
合
資
会
社
の
理
念
」
を

認
め
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
投
資
証
書
・
議
決
権
証
書
も
、
後
者
の
株
式
会
社
の
「
財
務
的
理
解
」

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
社
債
に
つ
い
て
、

転
換
社
債
、
新
株
引
受
権
付
社
債
等
、
社
債
権
者
が
株
主
と
な
る
可
能
性

も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
新
た
に
投
資
証
書
の
発
行
を
認
め
る
必
要
は
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
見
に
よ
れ
ば
、

現
在
の
株
式
会
社
法
制
に
は
、
以
上
の
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
理
解
が
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
付
言
す
る
な
ら
ば
、
相
互
に
矛
盾
す
る
以
上
の
二
つ
の
株
式
会
社

観
が
も
た
ら
す
ひ
ず
み
（
島
曾
o
邑
8
）
の
一
つ
の
例
と
し
て
、
議
決
権
拘

束
契
約
（
8
暑
o
暮
陣
8
警
二
〇
母
o
濤
号
く
o
盆
）
の
問
題
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
株
主
の
地
位
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
株
式

に
認
め
ら
れ
る
権
利
の
う
ち
経
営
参
加
権
（
共
益
権
）
と
財
産
的
権
利

（
自
益
権
）
と
を
分
離
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
議
決
権

拘
束
契
約
は
一
般
に
否
定
的
に
解
さ
れ
て
お
り
、
一
九
六
六
年
の
法
律

は
、
一
定
の
対
価
を
と
も
な
う
議
決
権
拘
束
契
約
に
つ
い
て
罰
則
を
課
し

て
い
る
（
四
四
〇
条
三
号
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
無
議
決
権
株
の
発
行
、
さ
ら
に
株
式
の
投
資
証
書
お

よ
び
議
決
権
証
書
へ
の
分
解
が
法
律
上
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な

一
二
八

く
と
も
以
上
の
理
由
か
ら
議
決
権
拘
束
契
約
を
否
定
す
る
こ
と
は
均
衡
を

欠
き
、
し
た
が
っ
て
、
立
法
者
は
議
決
権
拘
束
契
約
に
関
す
る
そ
の
立
場

を
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
（
三
五
六
ー
一
条
四
項
二
号
参
照
）
。

五
　
株
券
の
口
座
登
録
強
制
の
意
義

〔
Q
7
　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
八
四
年
一
一
月
三
日
か
ら
新
た
な
有
価

証
券
管
理
制
度
が
実
施
さ
れ
、
す
べ
て
の
株
券
お
よ
び
債
券
に
つ
い
て
、

発
行
者
ま
た
は
金
融
仲
介
機
関
に
開
設
さ
れ
た
口
座
へ
の
登
録
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
（
参
照
、
佐
藤
猛
「
フ
ラ
ン
ス
の
新
有
価
証
券
管
理
制
度

に
つ
い
て
」
証
券
三
六
巻
四
二
〇
号
（
一
九
八
四
）
四
六
頁
以
下
）
。
こ

の
、
い
わ
ゆ
る
「
有
価
証
券
の
非
物
質
化
（
象
ヨ
暮
窪
”
冴
畳
8
号
の

く
巴
窪
お
目
o
び
ま
畔
o
ω
）
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。
〕

　
ω
　
こ
の
改
革
は
、
一
九
八
一
年
二
一
月
に
採
択
さ
れ
た
一
九
八
二
年

度
財
政
法
律
九
四
ー
豆
条
、
お
よ
び
同
条
に
も
と
づ
く
一
九
八
三
年
五
月

二
目
の
デ
ク
レ
第
八
三
－
三
五
九
号
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
新

た
な
有
価
証
券
管
理
制
度
の
下
で
は
、
株
券
は
も
は
や
発
行
さ
れ
ず
、
発

行
会
社
ま
た
は
金
融
仲
介
機
関
に
設
定
さ
れ
た
口
座
に
株
券
が
登
録
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
株
式
会
社
の
大
部
分
を
占
め
る
非
上
場
会
社

に
つ
い
て
は
、
発
行
会
社
に
口
座
が
設
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
株
式
は
記

名
式
と
な
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
新
た
な
制
度
の
下
で
は
、
非
上
場
会
社
は
株
式
を
無



記
名
式
と
す
る
自
由
が
奪
わ
れ
、
他
方
で
株
主
は
、
株
式
を
無
記
名
式
と

し
て
株
券
を
自
ら
保
管
す
る
自
由
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、

有
価
証
券
の
非
物
質
化
は
、
デ
ィ
リ
ジ
ス
ム
（
管
理
経
済
体
制
）
た
る
性

格
を
も
つ
改
革
で
あ
る
。

　
か
か
る
デ
ィ
リ
ジ
ス
ム
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
、
政
府
は
、
証
券

管
理
の
簡
素
化
と
こ
れ
に
と
も
な
う
費
用
の
節
減
と
の
必
要
性
を
挙
げ
て

い
る
。
し
か
し
、
と
く
に
一
九
八
二
年
に
創
設
さ
れ
た
富
裕
税
（
ぎ
9
什

ω
畦
一
8
讐
き
号
の
協
自
9
需
の
）
の
賦
課
と
の
関
連
で
、
株
券
の
口
座
登

録
を
強
制
し
政
府
に
よ
る
個
人
の
証
券
資
産
の
把
握
を
可
能
に
す
る
こ
と

が
、
改
革
の
真
の
目
的
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

　
実
際
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
上
場
株
式
が
ω
一
〇
〇
＜
》
竃
（
有
価

証
券
振
替
決
済
会
社
）
に
寄
託
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
上
場
株
式

に
つ
い
て
は
、
振
替
決
済
と
こ
れ
に
と
も
な
う
手
続
の
簡
素
化
と
は
す
で

に
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
非
上
場
会
社
は
中
小
企
業

が
一
般
で
あ
り
、
株
主
の
数
も
限
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
そ
れ
ゆ

え
、
こ
れ
ら
の
非
上
場
会
社
に
と
っ
て
は
、
口
座
振
替
は
必
ず
し
も
手
続

の
簡
素
化
と
費
用
の
節
減
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
改

革
の
真
の
理
由
は
、
証
券
管
理
の
簡
素
化
で
は
な
く
、
個
人
の
証
券
資
産

の
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
欲
求
（
§
象
の
ぼ

9
0
ぎ
o
R
9
δ
諾
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

〔
Q
8
　
株
券
喪
失
者
は
、
フ
ラ
ソ
ス
で
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
に
よ
っ

研
究
会
記
録
・
現
代
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
の
諸
問
題

て
救
済
さ
れ
る
か
。
〕

　
②
　
株
式
会
社
の
大
部
分
を
占
め
る
非
上
場
会
社
の
株
券
に
関
し
て

は
、
現
在
で
は
記
名
式
と
し
、
口
座
に
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
株
券
に
つ
い
て
は
盗
難
・
紛
失
の
危
険
は
な

い
。
他
方
で
、
上
場
会
社
の
株
券
の
大
部
分
は
ω
8
0
＜
》
匡
に
寄
託
さ

れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
株
券
に
つ
い
て
も
、
盗
難
・
紛
失

の
お
そ
れ
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
上
場
無
記
名
株
券
の
金
融
仲
介
機
関
へ

の
寄
託
は
、
一
九
八
八
年
五
月
三
日
ま
で
に
行
な
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
か
ぎ
り
で
は
、
現
時
点
で
も
き
わ
め
て
例
外
的
な
場
合

で
あ
る
が
、
旧
来
の
株
券
喪
失
者
保
護
の
た
め
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
余

地
は
あ
る
。

　
③
　
従
来
で
も
記
名
証
券
に
つ
い
て
は
、
名
簿
上
の
名
義
書
換
が
会
社

お
よ
び
第
三
者
と
の
関
係
で
譲
渡
の
効
力
要
件
と
さ
れ
て
い
る
た
め
（
二

六
五
条
二
項
）
、
た
と
え
盗
取
さ
れ
て
も
、
権
利
者
の
地
位
が
脅
か
さ
れ

る
お
そ
れ
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
無
記
名
証
券
に
つ
い
て
は
、
善

意
取
得
の
余
地
が
あ
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
異
議
申
立
制
度
が
皿
八
七
二

年
六
月
一
五
日
の
法
律
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
そ
の
基
本
的
構
造
は
今
日
で

も
維
持
さ
れ
て
い
る
（
一
九
五
六
年
一
月
一
一
日
の
デ
ク
レ
）
。

　
す
な
わ
ち
、
喪
失
者
は
ま
ず
、
公
認
仲
買
人
組
合
理
事
会
（
一
螢
o
訂
目
ぼ
o

ω
旨
合
8
一
〇
α
①
ω
囲
臼
房
号
魯
彗
鴨
）
に
対
し
、
証
券
の
番
号
等
を
記

載
し
た
書
面
を
も
っ
て
異
議
申
立
を
行
な
う
。
こ
の
申
立
は
、
異
議
申
立

二
九



研
究
会
記
録
・
現
代
フ
ラ
ソ
ス
会
社
法
の
諸
問
題

公
報
（
ω
邑
＆
昌
o
由
o
芭
号
ω
o
隠
8
三
〇
房
）
に
掲
載
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
り
、
そ
の
後
の
譲
渡
は
異
議
申
立
人
に
対
し
対
抗
し
得
な
い
も
の
と
な

る
。
喪
失
者
は
同
時
に
、
発
行
会
社
に
対
し
て
も
同
様
の
異
議
申
立
を
行

な
い
、
こ
れ
に
よ
り
発
行
会
社
は
、
当
該
証
券
に
つ
い
て
所
持
人
の
権
利

行
使
を
認
め
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
る
。
原
則
と
し
て
異
議
申
立
の
二
年
後

か
ら
、
喪
失
者
は
利
益
配
当
の
受
領
等
を
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
五
年

後
に
、
喪
失
者
は
、
発
行
会
社
か
ら
新
た
な
証
券
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

六
　
会
社
機
関
の
フ
ラ
ン
ス
法
的
側
面

〔
Q
9
　
日
本
で
は
株
主
総
会
の
形
骸
化
が
指
摘
さ
れ
、
総
会
活
性
化
の

た
め
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ど
う
か
。
〕

　
ω
　
資
金
を
公
募
す
る
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
多
数
の
株
主
が
存
在

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
し
か
に
す
べ
て
の
株
主
、
と
く
に
小
株
主
は
、

一
般
に
株
主
総
会
に
出
席
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
株
主
だ
け
で
な

く
、
可
変
資
本
投
資
会
社
（
ω
8
》
＜
）
、
投
資
共
同
基
金
（
h
o
呂
ω
8
孚

ヨ
琶
8
三
8
Φ
目
o
耳
）
、
投
資
ク
ラ
ブ
（
巳
昌
α
．
ぎ
ぎ
ω
蔚
器
臼
。
旨
）

等
の
機
関
投
資
家
が
、
株
主
総
会
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
ま
た
、
資
金
を
公
募
す
る
株
式
会
社
は
、
株
主
に
対
す
る
情
報
開
示

等
に
つ
い
て
証
券
取
引
委
員
会
の
厳
格
な
規
制
を
受
け
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
の
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
株
主
総
会
は
必
ず
し
も
形
式

一
三
〇

的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
大
会
社
に
つ
い
て
は
、
株
主
の
不
在
化
傾
向

（
善
器
馨
泌
ω
目
Φ
）
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
機

関
投
資
家
が
存
在
し
、
ま
た
証
券
取
引
委
員
会
に
よ
る
規
制
も
受
け
る
た

め
、
こ
れ
は
、
筈
器
旨
画
ω
旨
Φ
似
号
ω
8
旨
お
宕
崔
ω
（
釣
り
合
い
の
と

れ
た
不
在
化
傾
向
）
と
い
う
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
。

〔
Q
拍
　
フ
ラ
ソ
ス
で
は
、
定
款
に
別
段
の
定
め
の
な
い
か
ぎ
り
、
七
〇

歳
を
超
え
る
取
締
役
の
人
数
は
在
任
中
の
取
締
役
の
三
分
の
一
を
超
え
て

は
な
ら
な
い
と
さ
れ
（
九
〇
1
一
条
）
、
代
表
権
を
も
つ
取
締
役
の
年
令

は
六
五
歳
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
一
一
〇
i
一
条
・
一

一
五
i
一
条
）
。
日
本
に
は
こ
の
よ
う
な
年
令
制
限
は
存
在
し
な
い
が
、

こ
う
し
た
規
制
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。
〕

　
②
　
個
人
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
規
制
に
反
対
で
あ
る
。
健
康
状
態
に

は
個
人
差
が
あ
る
の
が
当
然
で
あ
り
、
強
行
規
定
に
よ
っ
て
年
令
を
制
限

す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
定
款
を
も
っ
て
別
段
の
定
め
を
設
け
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
高
齢
の
議
員
が
多
い
元
老
院
に
お
け
る
反
対
意

見
が
考
慮
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
は
妥
協
的
な
性
格
の

も
の
で
あ
る
。

〔
Q
1
ー
　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
取
締
役
に
対
し
て
、
定
款
を
も
っ
て
定
め
る

一
定
数
の
自
社
株
式
の
所
有
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
九
五
条
）
。
こ

の
資
格
株
な
い
し
担
保
株
（
8
ぎ
霧
留
窓
轟
旨
8
）
の
制
度
に
つ
い
て



ど
う
考
え
る
か
。
〕

　
③
　
こ
の
制
度
は
、
一
八
六
七
年
七
月
二
四
日
の
法
律
（
旧
会
社
法
）

以
来
定
め
ら
れ
て
い
る
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
、
も
は
や
現

在
の
実
態
に
適
合
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
資
格
株
は
、
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任
が
追
及
さ
れ
る
際
の
担
保

と
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
所
有
さ
れ
る
べ
き

株
式
数
の
決
定
は
定
款
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
一
般
に
は
、
き
わ
め
て
わ

ず
か
な
株
式
数
の
所
有
が
要
求
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
会

社
が
倒
産
し
た
場
合
に
は
、
破
産
法
上
取
締
役
に
会
社
債
務
の
填
補
責
任

が
課
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
取
締
役
は
、
資
格
株
で
は
な
く
個
人

財
産
を
も
っ
て
会
社
債
務
を
填
補
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
資
格
株
制
度
は
、
取
締
役
の
責
任
追
及
に
関
し
て
も
は
や
重
要
な
機

能
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
上
、
結
合
企
業
内
に
お
い
て
、
支
配
会
社
が
そ
の
従
業
員
を
従
属

会
社
の
取
締
役
と
す
る
場
合
に
も
、
当
該
従
業
員
は
従
属
会
社
の
株
式
を

取
得
し
な
け
ば
れ
な
ら
な
い
が
、
従
属
会
社
が
閉
鎖
的
な
会
社
で
、
し
か

も
支
配
会
社
等
の
株
主
が
そ
の
資
本
参
加
比
率
の
変
更
を
望
ま
な
い
場
合

に
は
、
株
式
の
取
得
は
実
際
上
困
難
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
当
該
従
業
員

が
支
配
会
社
か
ら
従
属
会
社
株
式
の
貸
与
を
受
け
る
場
合
も
多
い
が
、
か

か
る
実
務
の
対
応
が
法
律
の
要
求
を
満
た
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

研
究
会
記
録
・
現
代
フ
ラ
ソ
ス
会
社
法
の
諸
間
題

　
資
格
株
制
度
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
も
は
や
取
締
役
の
責
任
の
担
保
と

し
て
の
意
味
を
も
た
な
い
だ
け
で
な
く
、
実
務
上
の
弊
害
を
も
た
ら
す
場

合
さ
え
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
制
度
は
む
し
ろ
廃
止
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
る
。

七
　
結
合
企
業
規
制
立
法
の
動
向

〔
Q
1
2
　
西
ド
イ
ッ
の
結
合
企
業
規
制
を
、
ど
う
評
価
す
る
か
。
〕

　
①
　
西
ド
イ
ッ
の
結
合
企
業
規
制
に
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
支
配
契
約

の
締
結
を
前
提
と
す
る
法
的
に
承
認
さ
れ
た
結
合
企
業
に
対
す
る
規
制

と
、
か
か
る
支
配
契
約
が
締
結
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
に
は
影

響
力
が
行
使
さ
れ
て
い
る
事
実
上
の
結
合
企
業
に
対
す
る
規
制
と
が
存
在

す
る
。
し
か
し
、
事
実
上
の
結
合
企
業
関
係
の
認
定
は
容
易
で
は
な
く
、

こ
の
た
め
、
法
律
の
規
制
を
受
け
な
い
事
実
上
の
結
合
企
業
が
多
数
存
在

す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
ド
イ
ッ
の
結
合
企
業
規
制

は
効
果
的
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

〔
Q
醤
　
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
す
で
に
ク
ス
テ
（
O
o
岳
叡
）
国
民
議
会
議
員

に
よ
り
、
一
九
七
一
年
以
降
一
九
八
一
年
ま
で
五
回
に
わ
た
り
結
合
企
業

規
制
の
た
め
の
法
律
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
参
照
、
宮
島
司
「
ク
ス
テ

前
後
期
法
案
対
照
条
文
」
法
学
研
究
五
六
巻
一
〇
号
（
一
九
八
三
）
七
六

頁
以
下
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
、
、
の
閃
O
d
℃
国
ω
U
国
ω
O
O
田
↓
国
ω
．
．

法
案
の
形
成
」
慶
応
義
塾
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
（
法
学
部
法
律
学

二
二
一
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関
係
）
（
一
九
八
三
）
三
九
三
頁
以
下
）
。
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
こ

の
よ
う
な
結
合
企
業
規
制
の
た
め
の
制
度
が
成
立
す
る
可
能
性
は
あ
る

か
。
（
質
問
者
・
宮
島
司
慶
応
義
塾
大
学
助
教
授
）
〕

　
ω
　
ク
ス
テ
氏
の
提
案
に
も
と
づ
く
結
合
企
業
規
制
の
た
め
の
制
度
が

今
後
採
択
さ
れ
る
可
能
性
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
る
。
ま
ず
、
ク
ス

テ
氏
が
所
属
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
民
主
主
義
連
合
（
d
’
U
扇
●
）
は
、
一
九

八
一
年
に
政
権
を
失
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
企
業
結
合
お
よ
び
企
業
集
中
の
規
制
は
、
｝
九
六
〇
年
代
か

ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
経
済
成
長
の
時
代
に
お
い
て
、
多
国
籍
企

業
等
の
大
規
模
企
業
の
経
済
的
権
力
を
抑
制
す
る
た
め
に
問
題
と
さ
れ
る

場
合
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
景
気
停
滞
下
に
あ
っ
て
は
、
多
国

籍
企
業
の
フ
ラ
ソ
ス
ヘ
の
進
出
は
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
結
合
企
業
規
制
等
の
大
企
業
規
制
の
た
め
の
立
法

は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
実
現
し
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ノ㌧

会
社
法
改
正
の
動
向
と
株
式
会
社
の
基
本
原
理

〔
Q
1
4
　
本
日
の
講
演
の
な
か
で
は
、
近
年
の
会
社
法
改
正
に
つ
い
て
、

企
業
活
動
は
一
般
的
利
益
（
凶
暮
曾
ゆ
け
鷺
昌
恥
巴
）
の
実
現
に
寄
与
す
べ
き

で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
株
式
会
社
に

つ
き
「
合
資
会
社
の
理
念
」
が
現
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
本

誌
掲
載
講
演
参
照
）
。
会
社
法
制
が
、
経
済
政
策
の
た
め
の
単
な
る
手
段

三
二

で
は
な
く
、
な
ん
ら
か
の
固
有
の
規
範
論
理
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
以
上
の
近
年
の
改
正
に
お
け
る
諸
傾
向
は
、
こ
の
規
範
論
理

と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
た
つ
の
か
。
〕

　
ω
　
ま
ず
、
一
般
的
利
益
と
企
業
の
私
的
利
益
（
一
暮
驚
蝉
冥
凶
菰
号

一
．
o
旨
お
冥
一
器
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
、
両
者
を
一
致
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
は
政
界
お
よ
び
行
政
に
お
い
て
支
配
的
で
あ

る
。
し
か
し
、
一
般
的
利
益
は
、
国
が
公
役
務
（
ω
震
丘
8
冥
窪
o
）
を
通

し
て
実
現
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
社
会
主
義
国
の
よ
う
な
完
全
な
国
家
管

理
経
済
（
魯
8
0
導
δ
8
ヨ
冨
窪
o
ヨ
窪
け
簿
豊
鍬
）
の
体
制
を
と
ら
ず
、

国
の
役
割
と
私
的
活
動
と
が
区
別
さ
れ
る
場
合
に
は
、
一
般
的
利
益
と
企

業
の
利
益
と
は
混
同
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
市
場
経
済
（
魯
8
0
且
o

号
ヨ
巽
o
沫
）
あ
る
い
は
自
由
経
済
（
曾
8
0
鼠
Φ
喜
希
）
の
下
で
は
、

企
業
は
自
由
に
そ
の
経
営
政
策
を
決
定
し
得
る
も
の
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
企
業
が
国
有
化
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
か
か
る
政
策
決
定
に
際
し

て
一
般
的
利
益
の
考
慮
は
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
一
般
的
利
益
と
企
業
の
私
的
利
益
と
を
一
致
さ
せ
る
場
合
に
は
、
両
者

の
区
別
は
不
明
確
と
な
り
、
す
べ
て
の
決
定
が
一
般
的
利
益
に
も
と
づ
く

も
の
と
さ
れ
る
と
き
は
、
経
済
の
完
全
な
公
有
化
（
唇
匹
9
器
謡
8
8
B
・

覧
鰹
o
号
一
．
似
8
8
日
一
①
）
の
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
る
。

　
②
　
つ
ぎ
に
、
「
合
資
会
社
の
理
念
」
の
導
入
と
株
式
会
社
法
の
規
範

論
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
答
え
た
い
。



　
株
式
会
社
は
物
的
会
社
（
ω
0
9
似
菰
号
8
冨
き
図
資
本
会
社
）
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
株
式
会
社
の
本
質
的
要
素
は
資
本
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
会
社
経
営
の
た
め
の
資
金
に
は
主
に
資
本
が
充
当
さ
れ
、
社
員
の
参

加
は
資
本
の
拠
出
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
不
充
分
な
資
本
を

も
つ
に
す
ぎ
な
い
株
式
会
社
の
設
立
を
認
め
る
こ
と
自
体
が
、
株
式
会
社

の
存
在
理
由
に
反
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
株
式
会
社
に
は
充
分
高
額

な
資
本
が
要
求
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
り
、
外
部
か
ら
の
借
入
れ
の
比
率
は
限

定
的
な
も
の
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
、
株
式
会
社
は
、
か
か

る
資
本
の
拠
出
者
で
あ
る
株
主
の
主
権
（
の
雲
く
震
巴
器
叡
）
に
服
す
べ
き

で
あ
る
。

　
他
方
で
、
歴
史
的
変
遷
の
過
程
で
生
じ
て
き
た
理
念
も
尊
重
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
的
に
は
、
会
社
が
家
族
集
団
に
よ
り

構
成
さ
れ
、
そ
の
す
べ
て
の
財
産
が
会
社
の
運
営
に
充
て
ら
れ
た
時
代
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
会
社
法
の
展
開
、
法
技
術
の
精
緻
化

（
声
由
露
旨
Φ
暮
号
冨
盆
魯
三
ρ
5
冒
二
象
ρ
ま
）
は
、
会
社
と
構
成
員

と
の
分
離
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
そ
の
結
果
、
構
成
員
は
、

出
資
額
に
つ
い
て
の
み
責
任
を
負
い
、
ま
た
そ
の
地
位
を
自
由
に
譲
渡
し

得
る
も
の
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
、
充
分
高
額
な
資
本
、
株
主
の
主
権
、
社
員
の
地

位
の
自
由
譲
渡
性
お
よ
び
出
資
額
へ
の
そ
の
責
任
の
限
定
と
い
っ
た
株
式

会
社
の
本
質
的
性
格
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
会
社
法
の
展
開
に
お
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い
て
必
ず
し
も
維
持
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
ま
ず
、
会
社
が
充
分
な
資
本
を
も
つ
こ
と
な
く
設
立
さ
れ
、
こ
の
た

め
、
外
部
か
ら
の
多
額
の
融
資
を
受
け
る
場
合
も
実
際
に
は
少
な
く
な

い
。
資
金
の
拠
出
と
権
限
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
以
上
、
こ
の
場
合
、
株

主
か
ら
外
部
の
銀
行
等
に
株
式
会
社
に
関
す
る
権
限
が
事
実
上
移
行
す
る

結
果
と
な
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
株
式
会
社
法
の
論
理
に
反
す
る
も
の
で

あ
る
。
他
方
で
、
株
主
の
主
権
（
ω
o
衰
R
巴
ま
叡
）
は
必
ず
し
も
す
べ
て

の
株
主
に
属
し
て
は
お
ら
ず
、
無
議
決
権
株
ま
た
は
投
資
証
書
の
所
有
者

に
対
し
て
は
、
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
は
認
め
ら
れ
な
い
。
さ

ら
に
、
取
締
役
等
の
指
揮
老
に
対
し
て
は
、
融
資
を
受
け
る
際
に
個
人
保

証
が
求
め
ら
れ
、
倒
産
の
際
に
は
会
社
債
務
の
填
補
責
任
が
課
さ
れ
る
た

め
、
指
揮
者
た
る
株
主
は
、
出
資
額
を
超
え
た
無
限
責
任
を
負
う
結
果
と

な
る
。

　
以
上
の
点
は
す
べ
て
、
株
式
会
社
の
本
質
的
性
格
を
ゆ
が
め
る
も
の
で

あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
お
い
て
、
「
株
式
会
社
の
本
質
的
性
格
の
変
容

（
ヨ
o
象
臨
8
け
凶
8
α
①
ω
8
醤
。
け
畔
o
の
。
ω
の
Φ
g
一
Φ
一
ω
号
一
帥
の
8
一
似
鼠

き
o
塁
ヨ
①
）
」
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
三


